
事業報告書

【総合型地域スポーツクラブ活動助成】

助成事業細目 総合型地域スポーツクラブ活動基盤強化事業

助成事業者名 特定非営利活動法人ＦＣ古河

事業名 ＦＣ古河主催事業

活動地域 茨城県古河市

活動拠点となる施設とその概要 （ＦＣ古河本店）古河市西牛谷949-5　（ＦＣ古河事務所）古河市西牛谷844-4ハクトコーポ102号

運営委員会の構成員
クラブ運営組織概要

役員 4 名
理事長：岩﨑勇二（常勤）
理事：守屋貢介（常勤）、白戸功（非常勤）
監事：佐藤寛倫（非常勤）

運営委員 10 名 磯山淳（常勤）、佐藤浩彬（会社員）、舘石鈴央（会社員）、染野裕哉（会社員）、斎藤育（市役所職員）、川津博一（私立大学職員）、新井岳（会社員）、山本冨美夫（自営業）、藤沼昇二郎（自営業）、石川太郎（公務員）

事務局 2 名
クラブマネジャー：岩﨑千恵（常勤）
サブマネジャー：岩﨑勇二（常勤）

その他 名

実施回数
（全種目合計）

390

参加者世代層

会員数 254 人

回

平均参加人数 76 人 総参加人数 29,474 人

実施種目数 3 種目

地域連携の有無

事業実施期間
平成 31 年 4

助成対象期間 5

団体の規模
（当該年度の活動実績）

31 日

年目

助成事業の成果
今年度においても多くの県内外のチームに参加していただき、普段ではなかなか交流することので
きないチームとコミュニケーションがとることができ、サッカーだけでない経験を得る機会を提供
できた。

月 1 日 ～ 令和 2 年 3 月

助成事業に対する評価

多くのチームに参加していただき、サッカーだけではない経験ができた。この経験をクラブの関東リーグに繋がるようにしていきたい。また、今年度も当クラブの活動に賛同していただき、近隣企業からの協賛をえることができた。今後も近隣企業、近隣住民との密接な連携をとっていきたい。

〔団体としての数値目標〕 〔数値目標に対する結果〕

サッカーにおいては、参加チームが大会をチーム
育成の場とし、各都県の上位→関東大会→全国大
会を目指す。また、ジュニアの参加人数を10名～
15名程度増加させ、ジュニア世代の大会等の開催
を目指す。
今年度の新規獲得会員（個人賛助会員を含む）
100名を目標とする。

ジュニア世代のスクールの参加人数も約60名とな
り、前年よりも多くの子供たちに参加していただ
いた。また、今年度よりジュニアチームを立ち上
げたため、今後もジュニア世代の充実を図ってい
きたい。

事業計画及び当該年度実績

年度当初計画 実績

プログラム（教室等）の延べ開催数 450 回 390 回

プログラム（教室等）の延べ参加者数 30,000 人 29,474 人

クラブマネジャーの勤務・活動日数 258 日 265 日

0～19歳 20～39歳 40～59歳 60歳～ 

都道府県所管課 市町村所管課 他クラブ 
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助成事業細目 総合型地域スポーツクラブ活動基盤強化事業

助成事業者名 特定非営利活動法人ＦＣ古河

事業名 ＦＣ古河主催事業

新規会員獲得を目的とした
イベント・講習会の実施状況
（助成事業であるかは問わず）

ジュニア世代の新規開拓として、随時サッカー無料体験を開催した。

情
報
公
開

事業実施計
画の公表

事業を広報・PRす
るための手段
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）※具体的な手段を記載してください。

※上記いずれかの広報・PRを行う必要があります。

事業の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）※具体的な公開手段を記載してください。

備考

※本報告書はA4サイズ2枚で印刷してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

事業実施後に、参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法行った 行わなかった 

HPで事業の実施を告知した 

広くチラシを配布した 

広報誌・会報誌等で事業の実施を告知した 

特定の個人・団体へ声をかけ、事業の実施を告知した 

HPで公開 

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備 

広報誌・会報誌等で公開 

情報開示請求があった場合に開示 

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開） 

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開） 

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開） 

その他 

その他 


